





This study was aimed at clarifying to various difficulties that may arise for
 
student-teachers at kindergartens with regard to voluntary play. Analysis was
 
performed on reports of problems received from student-teachers at the conclusion
 
of their training. A total of 93 incidents were extracted from reports of problems
 
experienced during free-play. Attention was paid to both the type of play and the
 
factors leading to the problems described. Results showed that there was no
 
relationship between the type of play and the occurrence of difficulties,with difficult
 
situations tending arise regardless of type of play. In addition,the factors related
 
to the occurrence of difficulties included“monopolization by the child”and“repeti-
tion of simple play”, and it was found that there were some differences in these
 

























































































































































































































































































遊びの種類 A  B  C  D  E  F  G 合計
ルールのある遊び 0.0 17.6 0.0 47.1 23.5 5.9 5.9 100
ものを介した遊び 61.5 23.1 0.0 0.0 7.7 0.0 7.7 100
ごっこ遊び 0.0 58.3 0.0 0.0 0.0 41.7 0.0 100
探す・採る・観察等 25.0 0.0 25.0 0.0 25.0 0.0 25.0 100
運動遊び 0.0 71.4 14.3 0.0 14.3 0.0 0.0 100
遊びの内容は特定できず 47.5 10.0 32.5 2.5 5.0 2.5 0.0 100
表２ 困難な状況をもたらす要因
困難をもたらした要因 頻度 割合(％)
Ａ 子どもに独り占めにされる 28 30.1
Ｂ 単純な遊びの繰り返し 22 23.7
Ｃ 言葉かけに困る 15 16.1
Ｄ ルール違反をする 9 9.7
Ｅ 体調が悪いなど自分の状態 9 9.7
Ｆ 遊びの内容が理解できない 7 7.5
Ｇ 遊び環境の悪さ 3 3.2
合 計 93 100
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（71.4％）が一番多く、次いで「Ｃ言葉かけに困
る」、「Ｅ体調が悪いなど自分の状態」が同じ割合
（14.3％）であった。
遊びの内容を特定できないもの」に関しては、
「Ａ子どもに独り占めにされる」（47.5％）が一番
多く、次いで「Ｃ言葉かけに困る」（32.5％）、「Ｂ
単純な遊びの繰り返し」（10.0％）と続いた。
以上のように、困難をもたらす要因は、遊びの
種類によってその頻度に若干差があるということ
がわかった。その違いに着目すると、遊びの内容
の特質に左右されて頻度が高くなるものもあった。
例えば、「ルールのある遊び」では、「ルール違反
をする」がそれにあたる。また、「ごっこ遊び」
は、子どものイメージの世界に寄り添って遊ばな
くてはならない遊びのため、「遊びの内容が理解で
きない」という要因の頻度が高いこともそれに当
たる。さらに、困難をもたらす要因として一番多
かった「子どもに独り占めにされる」が、「物を介
した遊び」に多かったことも、ひとつの特徴とし
て捉えることができる。
４．考察
自由遊びの援助過程において、学生が困難を感
じる場面はどのような場面であるかということを、
「遊びの種類」と「困難をもたらす要因」に着目し
て検証してきた。遊びの種類は６種類に分類する
ことができたが、それぞれの頻度を比較すると、
「ルールのある遊び」、「物を介した遊び」、「ごっこ
遊び」が多かったものの、どれかひとつが突出し
ているわけではなかった。さらに、遊びの内容を
特定できない記述が43.0％であったことも合わ
せて考えると、困難をもたらす場面に、遊びの種
類はさほど関係していないと言うことができる。
すなわち、「学生は○○遊びでは困難に遭遇するこ
とが多い」というように限定して捉えることがで
きないということである。
また困難をもたらす要因は、「子どもに独り占め
にされる」「単純な遊びの繰り返し」、「言葉かけに
困る」が、頻度の高い上位３要因であった。これ
らの要因は、「実習生」という立場であるが故の要
因であると捉えることもできる。「独り占めにされ
る」などは、その典型であろう。
しかしながら、これらの状況を「実習生だから
仕方がない」と片付けてしまうわけにはいかない。
これらの要因を少しでも取り除き、学生が子ども
の遊びをうまく支えることができるようになるた
めには、何が必要なのだろうか。
困難要因に挙げられた「独り占めにされる」、「単
純な遊びの繰り返し」は、表面的な状況だけを見
ると、確かにつまらなく、単調な場面である。し
かし、その場面で「子どもの心の奥底に何がある
のか」、「子どもの成長発達にとって、この今の状
況はどのような意味をもつのだろうか」という視
点を持って捉えようとすると、新しい発見がある
かもしれない。自分のことを独り占めしたい子ど
もの気持ちはどこからきて、どういったものであ
るのかを考えて対応してみる。すると、子どもの
奥底にあるものが見えてくる。その子どもを真に
理解することに近づくのである。そうすることで、
独り占めがいやだと思ってかかわっているのでは
なく違った方向性を持って、かかわる術が見つか
るのではないだろうか。本研究では対象にはしな
かったが、学生の記述で「うまく遊びにかかわる
ことができた事例」の中に、「いつも自分を独り占
めしてくる子どもがいて困ったが、それには何か
理由があるのだろうと思い、ある日、その子と思
いっきり遊ぶ決心をして接したところ、程なくし
て、その子が自分から友達の輪の中に入っていっ
た。気持ちを受け止めて満足させることもとても
大切であるこがわかった」という記述があった。
この例は、まさに「独り占めされている」状態を、
困った状態として捉えるだけでなく、その状況に
潜んでいる「意味」を見つめようとした結果、良
い方向に援助することができた場面である。
また、「単純な遊びの繰り返し」にも同じような
ことが言える。子どもは繰り返しが好きである。
何度も何度も同じことをして、そのひとつひとつ
の中から様々なことを学んでいくのである。一見、
単純な繰り返しに見える遊びでも、子ども達には
大切な場面かもしれない。「この繰り返しに何の意
味があるのだろうか」「この繰り返しはやがてどこ
につながっていくのだろうか」などの見通しが少
しでもつけば、「単純な遊びの繰り返し」と思って
いた遊びが、とても大切な場面に変わるかもしれ
ない。
このように、遊びの表面ではなく、内面を注意
深く見取っていくことが、遊びにかかわる際には
必要であり、それをすることで困難な要因と思わ
れたことが、実はとても大切な場面に代わる可能
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性があることを、学生達に伝える必要性を感じた。
また本研究では、遊びの特質の違いによって、
困難をもたらす要因にも若干の違いがあることも
わかった。ルールのある遊びでは、子ども達にど
のようにルールを伝えるのか、ルールの変更を周
知するためにはどのような方法があるかなどの方
法論や、ごっこ遊びの世界観を理解するために、
ごっこ遊びの構造やごっこ遊びの年齢的な発達な
どを知らせることも必要であるように感じた。
以上のように、困難な状況をもたらす要因を分
析することで、学生へ何を伝えるべきかというこ
とが見えてきた。子どもの内面の理解と子どもの
遊びの理解、また遊びをうまく支える方法論など
を今後の授業内容に加え、遊びをうまく支える保
育者を養成していきたい。
付記
本論文は、その一部を、高橋真由美「遊びを支
える保育者の養成―自由遊びの援助過程において
学生が困難を感じる場面とは」日本保育学会第63
回大会でポスター発表したものである。
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